
 

 

 

 

 

  １７日間の冬休みが終わり、大きな事故、ケガもなく三学期の始業式を迎えることが
できました。 
 三学期は、３年生が４５日間、１・２年生が５１日間の学期になります。３年生は自

分の進路達成に向けて、今まで以上に頑張らなくてはいけません。１・２年生は次の学年の準備期間として、まとめの学
期にしてもらいたいと思います。 
 始業式の校長式辞では、「今年はイノシシ年です。イノシシは猪突猛進というように直進的なエネルギーが働く年です。
平成と新たな時代に切り替わるこのイノシシ年に、その直進的なエネルギーを意識して、自分自身の充実と成長を図って
ください。」と話をしました。 
 この一年、教育目標「自立」に向けて、ぜひ自分自身の充実と成長を図ってもらいたいと思います。保護者の皆様、ご
支援ご協力よろしくお願いします。 

 
 
 
 
三学期終業式に各学年代表の生徒が「三学期の抱負」の作文を発表しました。 
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三学期の抱負生徒発表 

「三学期の抱負」                         ２年 Sさん 
 

 私は二学期の反省を踏まえ、三学期の目標を決めました。 
 一つ目は、勉強面についてです。私は社会と英語が苦手です。しかし、二学期のテスト前でもあまり復習をしない
まま、期末テストを迎えました。当然、結果は良くありませんでした。改めて自分の実力を思い知りました。苦手な
教科だからといって避けてはいけないと反省しました。三学期は、今まで以上に日頃から社会や英語に力を入れ、勉
強していきたいです。 
 二つ目は、生活面についてです。二学期は特に落ち着きがなかったり、制服からカーディガンを出したりして先生
から注意を受けたので三学期は落ち着き、二年生を締めくくりたいです。 
 三つ目は、部活動です。二学期は学活が終わってもちょっと無駄話をしてしまい、準備が遅くなったことがありま
した。三学期は帰る準備ができたら素早く移動して、部活の準備をできるようにしたいです。また、全部を部長にま
かせないで、自分も行動して楽しめる部活をしたいです。 
 三学期は短いので一日一日を大切にして生活したいです。 

「三学期の抱負」                         １年 Sさん 
  
私の三学期の抱負は、３つあります。 

 まず一つ目は、勉強についてです。普段平日や休日も、必ず一休みしてから勉強を後回しにしてしまったり、復
習をせずに、授業に取り組んでしまい分からなくなってしまったりすることがあるので、予習よりも復習を先にや
るように計画をたてて勉強したいです。また、成績やテストについても、一学期よりも二学期の成績が落ちてしま
い自分の目標に届くことができませんでした。テストに出そうな問題を教科書やワークから読み取れるぐらいにし
て、三学期のテストは、一・二学期よりも良い点数、成績を取れるように努力したいです。 
 二つ目は、学級委員長としてです。私が思う学級委員長は、みんなをまとめるという印象がありました。しかし、
みんなをまとめるというのもありますが、まずはけじめが大切だと思います。実際、クラスをまとめたりみんなの
意見をまとめたりするのはすごく難しいです。しかし、その前に、まとめるか、まとめないかのけじめをつけたい
と思います。自分がまとめようと頑張っていても全くまとまらないときがあるけれど、もっと自信をもって、良い
クラスを作り上げられるようにけじめをつけて、みんなと接するようにしたいです。 
 最後は、自分と向き合うことです。まず、いろんなことに挑戦する前に自分と向き合い行動と自信をもって発言
し一歩ずつ前に進んでいきたいです。自分の不安や悩み事を解決する前にまずは、自分が自分を知っていこうと思
います。 
 気を引き締めて残りの三学期を送りたいです。 



 
 
 
 １月１４日（月）から猪苗代スキー場を会場に県中体連スキー大会が開かれます。本校からは３年Oくん、同じく３年
Hくんの２名が出場します。 
 三学期始業式の後、選手激励会が行われ、２年生中心の応援団が選手を激励しました。応援団は結成後、初の応援披露
でしたが、大きな声で選手に対してしっかりと応援することができました。 
 選手の皆さん、大会では自分のベストを尽くし、東北大会、全国大会を目指して頑張ってきてください。 

 
 
 
 
 昨年、登下校の子供たちが背負うカバンの重さがニュース等で話題になりました。本校でも登校する生徒たちのカバン
とサブバックの重さを量ったところ合わせた平均が約１０ｋｇでした。中には１５ｋｇ背負ってくる生徒もいました。 
 今までは、家で時間割を見てカバンに学習用具を入れて登校していましたが、三学期からは、生徒が学習用具を学校に
置いておくロッカーを一人２つ準備しましたので、家で行う宿題や、自主学習等を帰りの学活時に生活記録ノートに記入
し、それを見て、何の学習用具を持ち帰っていったらよいか、自分で判断させたいと思います。そのことにより、学校目
標の「自立」に向けて、そして「家庭学習スタンダード」にある自己マネジメント力（自分で学習や生活を改善する力）
を高めていきたいと考えています。 
 
 
 
 １４日（月）～１６日（水） 県中体連スキー大会（会場 猪苗代スキー場ミネロ） 
 １５日（火）        ３年身体測定 
 １６日（水）        ２年身体測定 
 １７日（木）        １年身体測定 
 １８日（金）        第３回漢字検定 
 ２１日（月）～２２日（火） ３年定期テスト 
 ２４日（木）～３０日（水） 教育相談（二者相談） 
 ２５日（金）        第３回英語検定 
 ２５日（金）～２７日（日） 東北中体連スキー大会（会場 宮城県大崎市オニコウベスキー場） 
 ３１日（木）        県立高校Ⅰ期選抜試験 

「卒業に向けて」                        ３年 Yくん 
 
 三学期が始まり、受験が迫ってきました。僕は、受験に向け、冬休みに入る前に、「気持ちを改める」という目標
をたてました。二学期の終わりは、中体連や爽樺祭、爽樺体育祭などの行事の楽しさの余韻を引きずるようにだら
けた日々を送っていました。受験に向け、気持ちを切り替えて頑張ろうという思いからこの目標をたて、冬休みを
迎えました。 
 冬休みに入ると僕は、まず終わらせるべき課題を確認しました。各教科のワークの進み具合や終わらせるのに必
要な日数を把握し、実行に移しました。毎日計画通りに進め、冬休み半ばで課題をほぼ終わらせ、受験教材を使っ
て復習をしました。計画をたてて物事を進めるということは難しく、僕は苦手です。しかし、そうすることによっ
て無駄がなくなり、１分１秒が大事になってくるこれからの時期、とても有効です。それなので、僕は今後もでき
るだけ計画的に取り組むことを継続しようと考えています。 
 僕はこの作文を書くにあたり「三学期」について考えました。中学校最後の学期であるとともに、それは義務教
育最後の学期であることに気づきました。小学校は6 年、中学校は３年、合計９年の義務教育がこの三学期で終了
します。高校は義務教育ではないので、試験を受け、合格するために僕は勉強をしています。なぜなら、勉強がし
たいからです、それは、国語や数学も含まれますが、僕は自分の将来のために学びたいです。将来何をするか、僕
はまだ決められません。それを学ぶために義務教育の先を目指して勉強しようと思っています。 
 しかし、それには親の協力が必要となってきます。教育費や下宿代など今までとは比較にならないほどのお金が
必要となります。親への感謝の気持ちを忘れず頑張っていきたいと思います。 

県中体連スキー大会激励会 

１月の予定表 

教科書等学習用具の持ち帰りについて 


